
日頃、 皆さ まには本組合の事業運営に特段のご支援と ご協力を賜り 、

心よ り 感謝と 御礼を申し上げます。

本年も 、 当Ｊ Ａの主な事業の内容や組織概要、 経営内容などについて

公開し組合員、利用者の皆様が安心してご利用頂けるよ う 、ディ スク ロー

ジャー誌2023を作成いたし まし たので、 ご高覧賜り ますよ う お願い申

し上げます。

さ て、 前年に引き続き新型コロナウィ ルス感染症と ウク ラ イナ情勢の

影響を受けた一年と なり ましたが、 令和４ 年度はさ らに記録的な円安と

エネルギー価格の高騰が日本経済に大きな影響を与えました。 農業にお

いてもこ の影響は甚大であり 、 資材高騰と 重なるこ の負の要因は農業者・ 農業関係者の自助努

力の範囲を超え、 厳しい負担を強いるものになり ました。

農政においては、 令和４ 年10月に「 食料・ 農業・ 農村基本法」 の法改正を行う べく 基本法

検証部会が設置さ れ、 テーマと して食料安定供給の確保、 農業の持続的な発展等々について協

議が行われており 、 Ｊ Ａグループと しては政府に対する意思反映を行う べく 活動を展開してい

ると ころです。

こ のよ う な情勢下、 当Ｊ Ａにおいては、 事業活動をＳ ＤＧ ｓ （ 持続可能な開発目標） と 関連

付けて展開しており 、 その中で第七次中期経営計画にも 掲げている 「 農業者の所得増大」「 農

業生産の拡大」「 地域の活性化」 の実現に向け取り 組みを行いました。

農業者の経営負担軽減に向けては、市町に対して補助事業の上乗せ措置の要請を行いました。

さ らに、 訪問活動を通じて肥料価格高騰対策事業等の補助事業に関する情報提供を行い、 次世

代の農業者に向けては市町と 連携して新規就農者補助事業に関する支援を進めました。

また、 令和４ 年度は（ 株） ジェイエイ仙南サービスの事業の事業譲受を行い、 葬祭・ 介護・

自動車事業を開始し、 組合員や地域の皆様に対して今まで以上に幅広く 利用していただく 体制

を整えました。

協同活動・ 組織活動については、 各地域活性化委員会による地域密着型イベント の開催や奉

仕活動、 女性部・ 青年部を中心と した仲間づく り や食農教育等々、 当Ｊ Ａを通じて組合員や地

域の皆様にコミ ュニティ を提供できました。

こ のよ う な中での令和４ 年度の事業収支であり ますが、 組合員・ 利用者の皆様がＪ Ａ事業を

利用していただいた結果、 当期剰余金４ 億49百万円を計上するこ と ができました。

未だ農業を取り 巻く 環境は激しく 変化しており 、 先が見えないこ と に不安が募る状況が続い

ており ますが、 組合員、 利用者皆様の信頼と 期待に応えられるよ う 役職員一丸と なり 、 力強い

農業づく り と 地域づく り に取り 組んで参り ますので、 今後と も組合員皆様のより 一層の温かい

ご支援と ご協力をお願い申し上げます。
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